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	　　　　　　　　　　埼玉県で溶連菌食中毒が発生

７月５日に埼玉県から障害者福祉施設での溶血性レンサ球菌による食中毒の発表がありました。溶血性レンサ球菌による食中毒は、通常の食中毒起因菌による胃腸炎症状と大きく異なり主に呼吸器器官の疾患です。そこで、概要と過去の事例のついてお知らせします。

食中毒の概要

概　　要    障害者福祉施設の入所者が発熱、咽頭痛、上気道炎などの症状を呈した。共通食品は施設調理、提供した夕食に限定された。患者4名及び調理従事者１名の咽頭拭い液からＡ群溶血性レンサ球菌が検出された。
発生年月　　平成２２年６月２０日

原因施設　　埼玉県所沢市　障害者福祉施設の給食施設

原因食品　　６月１９日の夕食に提供された食事　　　

献立：ご飯、鮭の唐揚げ香味醤油かけ、つけ会わせ（ししとう）、里芋の含め煮、ナムル、味噌汁（しじみ）

病因物質　　Ａ群溶血性レンサ球菌（Ａ群溶血性連鎖球菌）

摂食者数　　７９名

発症者数　　２０名

主なＡ群溶血性レンサ球菌食中毒等事例

1983年7月　東京都　飲食店　発症者数583名　食中毒として扱われていない

講演会出席者及びその家族が咽頭炎症状を呈し、共通食は玉子サンドイッチであった。調理従事者2名の咽頭拭い液から発症者と同型のＡ群溶血性レンサ球菌が検出された。ただし、自覚症状は無かった。
1997年5月　福岡市　弁当屋　発症者数943名

国際会議の警備をしていた警察官が喉の痛みを主とする上気道炎症状を呈した。発症者の共通食は弁当であった。調理従事者からＡ群溶血性レンサ球菌が食品を汚染し、増殖したため集団発生したと考えられた。同菌の健康保菌者は数％いるといわれている。
1998年8月　茨城県　飲食店　発症者数372名

医療関係者のソフトボール大会参加者が喉の痛み、発熱、咽頭の腫れなどの症状を呈した。共通食は弁当で、発症者、調理従事者の咽頭ぬぐい液、弁当の保存食からＡ群溶血性レンサ球菌を検出した。調理従事者に事件発生前から喉の痛みを訴える者がいた。

1998年9月　熊本県　飲食店　発症者数254名

職員組合大会の参加者と、その家族が咽頭痛、発熱などの風邪様症状を呈した。共通食は当日配られたサンドイッチであった。早朝3時半から調理を開始しており、能力以上の受注、手指の洗浄不足及び調理から摂食まで長時間室員放置が原因と推測された。

2003年9月　千葉県　寿司屋　発症者数67名

異なった場所で行われた葬儀出席者が発熱、咽頭痛等の症状を呈した。出席者の共通食品は寿司店の仕出し弁当しかなかった。寿司屋の従業員が事件の数日前から発熱、咽頭痛の症状を呈していた。当該従事者の咽頭ぬぐい液からＡ群溶血性レンサ球菌を検出し、患者由来との遺伝子パターンが一致した。
2005年7月　神奈川県　大学内給食施設　発症者数269名

大学入試説明会のスタッフ、学生の多数が咽頭痛、発熱の症状を呈した。共通食は昼食に配られた弁当であった。調理従事者1名が事件発生の前に発熱、咽頭痛の自覚症状を持っており、咽頭ぬぐい液からＡ群溶血性レンサ球菌が検出され、発症者及び弁当から検出されたものと遺伝子パターンが一致した。
＊健康保菌者がいるので給食、仕出し弁当等の施設では、盛り付け時にはマスクの着用が重要です。（笈川）
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